
（別紙４）

～ 令和　7　年　12　月　29　日

（対象者数） 4人 （回答者数） 4人

～ 令和　7　年　12　月　29　日

（対象者数） 2人 （回答者数） 2人

～ 令和　7　年　12　月　29　日

（対象数） 3件 （回答数） 3件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問と訪問の間に、お電話で児童のご様子やお困りごとはな

いかを確認してまいります。

2

他の訪問支援員とも連携を取り、意見をもらうようにする

と、更にできることが広がるのではないかと思います。

3

園と児童発達支援だけではなく、保護者にも協力していただ

けるよう、さらに取り組みを深めていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

来年度、市に児童発達支援センターが開設するため、連携を

取り助言をいただいてまいります。

2

地域の家族向けの研修案内が届いたら、全員の保護者に案内

を出してまいります。

3

園から事業所に、対象児の様子を見に来ていただくよう声を

かけていくことで、訪問回数の調整ができるため、多くの園

と交流ができるようになると思います。

児童発達支援を利用している児童の園に訪問しているので、事

業所での様子を踏まえたアドバイスができています。

先生方に、次回までに取り組んでいただくことをお伝えし、次

回訪問時に取り組んだことへの効果や改善策をお伝えしていま

す。

療育経験豊富な訪問支援員が訪問しています。 他の園での取り組みなども参考に、児童に合った支援方法を提

案するようにしています。

児童発達支援を利用している児童のため、園での様子を保護者

と共有しやすく、先生方へ保護者の声を伝えることができてい

ます。

児童発達支援をご利用の日の送迎に行き、保護者と直接会って

お話をする機会を設けるようにしています。

利用希望者に対して、訪問支援員の数が少ない現状がありま

す。

保育現場で、どう対応していいか分からない児童の数が増加傾

向にあるため、園からの依頼が増えました。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受

けたり、職員を外部研修に参加させることができていない。

経験豊富な訪問支援員のため、マンパワーに頼っているためで

す。

家族の対応力の向上を図る観点から、家族等の参加できる研修

の機会や情報提供等を行っていません。

仕事をしている保護者が増えたため、徐々に情報提供をしなく

なりました。

令和　７　年　11　月　25　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　８　年　3　月　25　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和　７　年　11　月　25　日

○事業所名 保育所等訪問支援　芳泉

○保護者評価実施期間 令和　７　年　11　月　25　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


